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Connected TV。
テレビがウェブで

活性化されつつある。



アメリカではTwitterやFacebookとテレビが連動し、この結
果、視聴率が向上しつつあるという分析もある。



①Googleが2000年代、広告をまずプラットフォー
ム化した。
②AmazonやFacebookが決済ビジネスに進出。



プラットフォーム

簡便な決済

ターゲティング広告

将来のプラットフォーム。

コンテンツ・商品



③情報の流通基盤がマスからソーシャルメディア
へ。



流通プラットフォーム

簡便な決済

ターゲティング広告

ソーシャルレイヤー。

コンテンツ・商品

ソーシャルレイヤー



このレイヤーモデルは
グローバル化しつつある。



新しいビジネスの諸条件

①UNICODE化
②製造のグローバルネットワーク
③見える技術、見えない技術



• ①テレビ画面から、テレビ番組とユーチューブなど

のネットの動画をまとめて検索。

• ②テレビの画面でウェブサイトを閲覧。

• ③アプリケーションが動く。



日本の
垂直統合

国ごとの垂直統合の終焉。

アメリカの垂
直統合

フランスの垂
直統合



プラットフォーム

module

プラットフォーム時代。

module module



グローバリゼーションによる
ビジネスのレイヤー化

vs

垂直統合を前提にした産業振興



従来の垂直統合的な
実証実験モデル

（基盤からアプリケーション、
ユーザーまでを囲い込みで演出）

はうまく駆動しない。



レイヤーモデル時代の
産業振興政策を

考える時期に来ている。



提案：

Gov2.0的な方向性を打ち出せないか?



Gov2.0とは。

Gov1.0＝政府が垂直統合した
行政サービスを提供。

Gov2.0＝政府は情報だけを提供し、
民間がサービスを提案する。





Apps For Democracy.

米ワシントンDCの各種データを公開。
このデータを活用したアプリ

を開発するコンテスト。
1か月で47のアプリ応募があり、

5万ドル予算で2300万ドルの価値に。





米ロサンゼルス。

バスや列車のリアルタイム
運行状況のデータを市が公開。

これを使って企業や個人が自由に
アプリを開発できる。





SeeClickFix.

市民が道路の穴などを見つけた！

写真を撮影し、コメントを加え、
位置情報とともに

モバイルアプリで自治体に送信。
情報を自治体と即座に共有できる。



Gov2.0提唱者の
ティム・オライリー

（オライリーメディアCEO）

「政府はプラットフォームに
なるべきだ」



自動販売機のような
垂直統合サービスを目指すのではなく、

政府がデータ基盤を提供。
そのデータを使った
新事業の創出。

これは大いに期待できる未来。



現状の実証実験モデルは、
実証実験に携わった企業や研究者に

予算と経験をもたらすのみ。

オープン化されたGov2.0は、
誰でも政府の実験に参加できる。
集合知を政府と接続させる時期に。



政府のデータのオープン化が
進む英米では、

データジャーナリズムと
新しい報道も生まれている。

政府のデータを解析し、ビジュアル化
してその意味を読者に伝える。



実証
実験

垂直統合政策。

実証
実験

実証
実験



政府のデータベース

module

Gov2.0的政策

module module

オープンで標準化されたAPI


